別記様式１
持続性の高い農業生産方式の導入に関する計画認定申請書
                                                               　　　　　令和   年　月　日
       石川県知事    ○○○○   殿
                                      住　所　〒
                                      氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  石川県持続性の高い農業生産方式の導入に関する実施要領第３の１の規定に基づき、別記のとおり導入計画の認定を申請します。
記
　１　申請の区分
　　新規認定　・　再認定　（認定番号　　　　　）
　２　石川県ＨＰ等での申請者住所、氏名、導入作物、導入技術の公表の可否
　　可　・　否
  ３　申請者連絡先
    (1)　電　話：
　　(2)　ＦＡＸ：
　　(3)　E-mail：
（注）申請の区分は、どちらかを選択し記載する。再認定の場合は前計画の認定番号を記載する。    
別　　記
持続性の高い農業生産方式の導入に関する計画
（目標年度：令和　　　年度）
１ 持続性の高い農業生産方式の導入に関する目標
(1) 申請者(法人の場合代表者)の概要                                                                                     
	            氏　　　　名
	       生　年　月　日 （申請時年齢）
	   認定農業者認定年月

	
	       　　 年　　　月      日（   　　 歳）
	       　　年　　　月

	
	
	


（注）農業経営基盤強化促進法に基づく認定農業者の場合は、最新の認定年月を記載する。
(2) 農業経営の概況                                                                                                    
	
	      水　田
	     普 通 畑
	     樹 園 地
	     そ の 他
	     合　計


	 経営面積
	      　  　　　ａ
	 　　 　   　   ａ
	 　　 　  　    ａ
	  　 　　　     ａ
	 　 　　   　   ａ

	 労 働 力
	 農業従事者 男   人(うち専従者　　　　　人)   女   人(うち専従者　　　　人)


  （注）  「経営面積」には、借入地面積及び受託地面積を含む、作業請負は含まない。
(3) 作物別生産方式導入計画                                                                                                    
	区　　　分
	作　　付　　面　　積

	
	    現　況
	     １年目
	     ２年目
	     ３年目
	     ４年目
	    目標年

	
	 (令和　　 年)
	（令和      年）
	（令和      年）
	（令和      年）
	（令和      年）
	(令和　　 年)

	生
産
方
式
導
入
作
物
	（作物名）
	エコ
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a

	
	
	
	(   　a：　作)
	
	
	
	
	(   　a：　作)

	
	
	慣行
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a

	
	
	
	(   　a：　作)
	
	
	
	
	(   　a：　作)

	
	（作物名）
	エコ
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a

	
	
	
	(   　a：　作)
	
	
	
	
	(   　a：　作)

	
	
	慣行
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a

	
	
	
	(   　a：　作)
	
	
	
	
	(   　a：　作)

	
	（作物名）
	エコ
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a

	
	
	
	(   　a：　作)
	
	
	
	
	(   　a：　作)

	
	
	慣行
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a

	
	
	
	(   　a：　作)
	
	
	
	
	(   　a：　作)

	
	小　計
	エコ
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a

	
	
	
	(   　a：　作)
	
	
	
	
	(   　a：　作)

	
	
	慣行
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a

	
	
	
	(   　a：　作)
	
	
	
	
	(   　a：　作)

	       その他作物
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a

	
	(   　a：　作)
	
	
	
	
	(   　a：　作)

	       合　　　計
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a

	
	(   　a：　作)
	
	
	
	
	(   　a：　作)


（注１）目標年は、原則として５年後とする。
（注２）「生産方式導入作物」の上段には、導入しようとする農業生産方式に係る農作物の延作付面積を記入する。
　　　　周年栽培の場合は、現況と目標年に実作付地面積及び作数を合わせて記入する。
　　　　下段には当該農作物と同じ種類の慣行栽培農作物の作付面積を同様に記入する。
（注３）目標年においては、エコの栽培面積が慣行の栽培面積を上回ること。
（注４）「その他作物」には、持続性の高い農業生産方式を導入しない作物の作付面積の合計を記入。
（注５）作目数が多い場合は適宜欄を増やすこと。
(4) 生産方式の内容
　①作物名                                                                                                            
	


　　（注）石川県導入指針に規定されている作物名を記入する。
　②収量                                                                                                              
	現状（令和　　年度～　　年度　　カ年平均）
	目標（令和　　　　　年度）

	作付面積
	収穫量
	単位収量
	作付面積
	収穫量
	単位収量

	        　   ａ
	 　         　ｔ
	   　     kg/10a
	   　         ａ
	    　      　ｔ
	   　 　 kg/10a


 (注)｢収量｣欄の｢現状｣は、過去５年間における平均収量を、｢目標｣は生産方式の導入による目標収量を記入する。
　③生産方式の内容                                                                                                    
	
	導入する生産方式の内容
	資材の使用の量・回数

	有
機
質
資
材
施
用
技
術
	　１ 　たい肥等有機質資材施用技術
  　資材名：
  　Ｎ含量：
  　標準投入量：　　ｔ/10a・年　　　　kgＮ/10a
  　施用時期　　　　　　　　　　　　　　　月頃
  　土壌診断の時期                        月頃
	　たい肥投入量、Ｎ含量
           　　　  　　　　　 t/10a
       　　　　　　　　     kgN/10a
　現行の投入量
                　　　 　　　 t/10a
         　　        　　　 kgN/10a

	
	　２ 　緑肥作物利用技術
  　　緑肥作物名：
  　　Ｎ含量：　　　　　　　　　　　 　kgＮ/10a
	

	
	  ３　その他
	

	化
学
肥
料
低
減
技
術
	  １　局所施肥技術
	　年間化学肥料由来のＮ投入量(a)
                    　kgN/10a
　慣行基準年間Ｎ投入量(ｂ)
（      　　　　　  　kgN/10a）
　　　　【年間作数　　　作】
  化学肥料削減比(a/b×100）
                　　　　 ％

	
	  ２　肥効調節型肥料施用技術
  　資材名：
	

	
	  ３　有機質肥料施用技術
  　資材名：
  　有機原料成分割合：　　　　　　　　　％【30％以上】
	

	
	  ４　その他
	

	化
学
合

成

農
薬
低
減
技
術
	　１　温湯種子消毒技術　
	　年間化学合成農薬使用成分回数(a)
          　   　　    　 回
  慣行基準年間使用成分回数(b)
（       　　　  　　　 　回）
　　　　　【年間作数　　 作】
　化学合成農薬削減比(a/b×100）
　                　　　　％

	
	２　機械除草技術
　　機械名：
　　実施時期：
	

	
	　３　除草用動物利用技術
　　除草用動物名：
　　実施時期
	

	
	　４　生物農薬利用技術
　　資材名：
　　実施時期：
	

	
	　５　対抗植物利用技術
　　対抗植物名：
　　実施時期：
	

	
	　６　抵抗性品種栽培・台木利用技術

　　抵抗性品種・台木名：
	

	
	　７　天然物質由来農薬利用技術
　 実施時期：
	

	
	　８　熱利用土壌消毒技術

　　実施時期：
	

	
	　９　光利用技術

　　資材名：
	

	
	　10　被覆栽培技術

　　実施時期：
	

	
	  11　フェロモン剤利用技術

　　資材名：

　　実施時期：
	

	
	12　マルチ栽培技術

　　実施時期：
	

	
	　13  その他
	


 (注１) 導入する技術の番号に○を付ける。番号にない技術の場合はその他に記載する。
（注２）作目毎に作成すること。
 (5) 農業所得の目標                                                                                                   
	区　　分
	      現　状（　　年）
	目　標（　　年）

	生産
方式
導入
作物
	（作物名）
	       　     　   　　千円
	        　   　　     千円

	
	（作物名）
	
	

	
	（作物名）
	
	

	
	小　　    計
	
	

	その他の作物
	
	

	合　　　　計
	
	


 （注１）「農業所得」は、販売額から当該生産に要した経費を差し引いた額を記入。
 （注２）作目毎の実績が把握できない場合は、生産方式導入作物をまとめて小計に記入する。
２ １の目標を達成するために必要な施設の設置、機械の購入その他の措置に関する事項
 (1) たい肥等利用計画                                                                                                 
	
	たい肥等有機質資材の種類
	自　給
	購　入
	備　　　考

	現
状
	
	  　  ｔ
	      ｔ
	

	目
標
	
	      ｔ
	      ｔ
	


（注１）｢たい肥等有機質資材の種類｣には、有機質資材の一般的な名称（例：牛糞おがくずたい肥）を記入。
（注２）備考欄には、有機質資材の入手先、主な原料等を記入。
 (2) 機械・施設整備計画                                                                                               
	現　　　　　状
	計　　　　　　　　　画

	種類・能力等
	台 数
	種類・能力等
	台 数
	実 施 時 期

	
	
	
	
	


 （注）「種類・能力｣には、機械・施設の一般的な名称（例：トラクター）及びその能力の程度（馬力、植付け条数等）を記入。
(3) 資金調達計画                                                                                                      
	      資 金 使 途
	     資金種類
	     金　額
	  償還条件等
	  実施期間
	       備　考

	
	
	　　      千円
	
	
	

	              合　　　　　計
	
	


（注１）「資金使途」には、整備する機械又は施設の一般的な名称を記入。
（注２）「資金種類」には、自己資金、制度資金（資金名を併記）その他の区分を記入。
（注３）「金額」には、補助金等の助成措置がある場合には、括弧書で外数として記入。
（注４）「償還条件等」には、償還期間（据置期間を含む）及び据置期間を記入。
（注５）「実施機関」には、機械又は施設を導入する月日を記入。
３ その他                                                                                                             
	


 （注）土壌の性質を改善するための具体的な取り組みや、実施方法等があれば記入。
［添付資料］
  (1) 持続性の高い農業生産方式を導入する作物を栽培するほ場の位置が判る地図
　　（各ほ場で栽培する作物が判るようにすること。）
  (2) 持続性の高い農業生産方式を導入する作物を栽培するほ場の土壌診断結果
別記様式２
持続性の高い農業生産方式の導入に関する計画変更認定申請書
                                                             令和   年　月　日
       石川県知事 ○○○○　殿
                                      住　所　〒
                                      氏　名　　　　　　　　　　　　　　　
  石川県持続性の高い農業生産方式の導入に関する実施要領第３の３の規定に基づき、別記のとおり認定導入計画の変更を申請します。
　　※計画変更認定申請書の様式等は、別記様式１に準ずる。
別記様式３

持続性の高い農業生産方式の導入に関する計画実施状況報告書
令和   年　月　日　
       石川県知事    ○○○○   殿
                                      住　所　〒
                                      氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　
  石川県持続性の高い農業生産方式の導入に関する実施要領第６の規定に基づき、別記のとおり導入計画の実施状況を報告します。
    ※計画変更認定申請書の様式等は、別記様式１に準ずる。
    ※１の(4)及び３は省略する。
※様式中「計画」を「実績」に改めて記載する。
別記様式４

持続性の高い農業生産方式の導入に関する実績報告書

令和   年　月　日　
       石川県知事    ○○○○  殿
                                      住　所　〒
                                      氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　
  石川県持続性の高い農業生産方式の導入に関する実施要領第３の５の規定に基づき、下記のとおり実績を報告します。
記
１　計画の達成状況
  （注）導入計画の総合的な達成状況を簡潔に記載する。なお、計画が達成されてない場合は、その理由について　　　　も記載する。
２ 持続性の高い農業生産方式の導入に関する実績
(1) 農業経営の概況 
	
	水　田
	普 通 畑
	樹 園 地
	そ の 他
	合　計

	経営面積
	      　  　ａ
	  　   　   ａ
	  　  　    ａ
	  　 　     ａ
	 　    　   ａ

	労 働 力
	 農業従事者 男   人(うち専従者　　　　　人)   女   人(うち専従者　　　　人)


  （注）  「経営面積」には、借入地面積及び受託地面積を含む、作業請負は含まない。
(2) 作物別生産方式導入実績 
	区　　　分
	作　　付　　面　　積
	備　　　　考

	
	認定時現況
(令和　　 年)
	計画目標
（令和      年）
	実　　績
（令和      年）
	達成率
	

	
	
	
	
	
	

	生
産
方
式
導
入
作
物
	（作物名）
	エコ
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　％
	

	
	
	
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	
	

	
	
	慣行
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	
	

	
	
	
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	
	

	
	（作物名）
	エコ
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	   　　　　 ％
	

	
	
	
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	
	

	
	
	慣行
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	
	

	
	
	
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	
	

	
	（作物名）
	エコ
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	   　　　　％
	

	
	
	
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	
	

	
	
	慣行
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	
	

	
	
	
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	
	

	
	小　計
	エコ
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	   　　　　％
	

	
	
	
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	
	

	
	
	慣行
	    　　　　a
	    　　　　a
	    　　　　a
	
	

	
	
	
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	
	

	その他作物
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	
	

	
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	
	

	合　　　計
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	　　　　　　a
	
	

	
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	(   　a：　作)
	
	


（注１）「生産方式導入作物」の上段には、導入した農業生産方式に係る農作物の延作付面積を記入する。
　　　　周年栽培の場合は、現況と目標年に実作付地面積及び作数を合わせて記入する。
　　　　下段には当該農作物と同じ種類の慣行栽培農作物の作付面積を同様に記入する。
（注２）「その他作物」には、持続性の高い農業生産方式を導入しない作物の作付面積の合計を記入。
（注３）作目数が多い場合は適宜欄を増やすこと。
(3) 生産方式の内容
　①収量 
	作物名
	区分
	認定時現状
（令和　年度）
	計画目標(a)
	実　績(b)
（令和　　年度）
	達成率
(b)/(a)×100

	
	
	
	
	
	

	
	作付面積(a)
	
	
	
	               ％

	
	収穫量(t)
	
	
	
	               ％

	
	単位収量(kg/10a)
	
	
	
	               ％

	
	作付面積(a)
	
	
	
	               ％

	
	収穫量(t)
	
	
	
	               ％

	
	単位収量(kg/10a)
	
	
	
	               ％

	
	作付面積(a)
	
	
	
	               ％

	
	収穫量(t)
	
	
	
	               ％

	
	単位収量(kg/10a)
	
	
	
	               ％


（注）実績は、計画最終年度の数値を記入する。
　②生産方式 
	作物名
	区分
	慣行基準
	計画目標(a)
	実　績(b)
（令和　　年度）
	達成率

	
	たい肥投入量(t)
	
	
	
	(b)/(a)×100
               ％

	
	化学肥料由来年間
Ｎ投入量(Nkg/10a）
	
	
	
	(a)/(b)×100
               ％

	
	化学合成農薬年間使用
成分回数（回）
	
	
	
	(a)/(b)×100％
               ％

	
	たい肥投入量(t)
	
	
	
	(b)/(a)×100
               ％

	
	化学肥料由来年間
Ｎ投入量(Nkg/10a）
	
	
	
	(a)/(b)×100
               ％

	
	化学合成農薬年間使用
成分回数（回）
	
	
	
	(a)/(b)×100％
               ％

	
	たい肥投入量(t)
	
	
	
	(b)/(a)×100
               ％

	
	化学肥料由来年間
Ｎ投入量(Nkg/10a）
	
	
	
	(a)/(b)×100
               ％

	
	化学合成農薬年間使用
成分回数（回）
	
	
	
	(a)/(b)×100％
               ％


（注１）実績は、計画採取年度の数値を記入する。
（注２）慣行基準のたい肥は導入指針から、肥料、農薬は石川県特別栽培農産物慣行基準から記入する。
 (4) 農業所得
	区　　分
	認定時現状
（　　年）
	計画目標(a)
	実　績(b)
	達成率
(b)/(a)×100

	生産
方式
導入
作物
	 （作物名）
	       　   　　千円
	     　　     千円
	       　　　　 千円
	             　％

	
	 （作物名）
	
	
	
	               ％

	
	 （作物名）
	
	
	
	             　％

	
	小　　    計
	
	
	
	               ％

	その他の作物
	
	
	
	               ％

	合　　　　計
	
	
	
	            　 ％


（注１）「農業所得」は、販売額から当該生産に要した経費を差し引いた額を記入
（注２）作目毎の実績が把握できない場合は、生産方式導入作物をまとめて小計に記入する。
別紙様式５
持続性の高い農業生産方式の導入に関する認定計画取下書
令和   年　月　日　
       石川県知事    ○○○○   殿
                                      住　所　〒
                                      氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  石川県持続性の高い農業生産方式の導入に関する実施要領第３の６の規定に基づき、認定計画を取り下げします。
記
　１　認定番号
　２　取り下げる理由
